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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

森林土壌の交換性カリウム（以下、K）は、コナラへの放射性セシウム（以下、137Cs）移行を
抑制する大きな要因である（主な参考文献（1））。既報において林地への硫酸 K の散布により
6 ヶ月後の土壌交換性 K 濃度の上昇とコナラ植栽木の葉の 137Cs 濃度低下を報告した（主な参考
文献（2））。前述の試験地における、その後の土壌交換性 K 濃度、葉の 137Cs 濃度の推移を調査
した。その結果、硫酸 K を散布した区では、6 ヶ月後から 30 ヶ月後にかけて土壌交換性 K 濃度
は低下し、葉の 137Cs 濃度は上昇する傾向にあることが確認された。 

 
（１）広葉樹林再生事業でコナラを植栽した田村市都路町山林（３年生）を試験地とした。令和

５年４月、硫酸Ｋ肥料（50％含有）を０、20、50、100 kg/10ａずつ 12 区画（図－３）
の林床表面に均一に散布した。 

（２）散布直前、散布から 6、18、30 ヶ月後に土壌（深さ 0～5 cm）を採取し、交換性 K 濃度を
測定した。また、散布から 6、18、30 ヶ月後に区画内の植栽木からコナラの葉を均等に採
取し、１サンプルにまとめて 137Cs 濃度を測定した。 

（３）硫酸Ｋ散布後の土壌交換性Ｋ濃度は、いずれの散布区においても 6 ヶ月後から 30 ヶ月後
にかけては低下傾向にあった（図－１）。また、散布区の葉の 137Cs 濃度は、無散布区に
対して有意に低いが（18、30 ヶ月後の 20kg/10a 散布区を除く）、葉の 137Cs 濃度はいず
れの散布区でも 6 ヶ月後から 30 ヶ月後にかけて上昇する傾向にあった（図－２）。 

                                                                                                                           
２ 期待される効果 

（１）きのこ原木利用のために必要な硫酸 K 肥料の施用量を検討する上で参考となる。 
 
３ 活用上の留意点 

（１）肥効期間は、土質や気象条件等の違いにより変わりうる可能性がある。 
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図－２ 散布量区分ごとのコナラ葉の 137Cs 濃度 
※エラーバーは標準誤差。 

図－３ 散布区画の配置 

図－１ 散布量区分ごとの土壌交換性Ｋ濃度の推移 
※エラーバーは標準誤差。 

(１区画 5 m×20 m) 
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（Shirley–Williams 検定、p<0.05） 


